
江南市廃棄物減量等推進協議会 平成 30年度第 2回会議（議事要旨） 

 

●日時 平成 30年 10月 31日（水） 午後 2時～午後 15時 30分 

●場所 江南市消防署 3階 大会議室（西・東） 

●出席委員（20名） 

会 長 岩 井 喜 美 子    副会長 前 田 幸 男  

委 員 滝  充 宏        委 員 望 月 晴 夫 

委 員 苅 谷 有 朗      委 員 藤 田 泰 雄    

委 員 堀 場 敏 之        委 員 政 木 幸 吉     

委 員 黒 岩 弘 子      委 員 須 賀 弘 明    

委 員 川 合 龍 司   委 員 暮 石 浩 章  

委 員 小 林 弘 子     委 員 松 浦 大 介  

委 員 重 野 英 明   委 員 古 田 一 二 三 

委 員 阿 部 枝 美 子     委 員 尾 関 雅 宣      

委 員 髙 木 則 雄   委 員 岸  信 勝 

 

●欠席委員(10名) 

 委 員 武 田 と も み        委 員 森  誠 治      

 委 員 山 口 幹 夫    委 員 土 井 謙 次   

委 員  岩 田 節 明     委 員 水 野 祐 助  

委 員 馬 場 智 紀   委 員 西 部 茂 夫      

委 員 田 中 義 和   委 員 加 藤 雅 子 

 

●事務局 

  環 境 課 長 阿 部 一 郎 

 環 境 課 主 幹 牛 尾 和 司 

 環境課副主幹  青 山  守 

 環 境 課 主 事  小 塚 洋 平  

  環 境 課 書 記 髙 田 奈 美 

 

●会議経過 

 

■あいさつ等 

 

 

 



■議題 1 エコシティ江南行動計画（案）について 

（事務局）エコシティ江南行動計画（案）の資料について説明 

 

（委 員）負担金の金額など、数字が良すぎるように思う。 

（委 員）現実は難しいのではないか。市民を主導するのはだれか。また、市民への行動を

起こす計画の有無と、どのように市民へ展開するのか。 

（事務局）具体案は、議会の承認を得て、行動計画に移ることになるが、協議会においても

案や意見がほしい。 

（委 員）エコシティ江南行動計画によりどんな利便性があり、どんないい町になるのか。

説明をきくと、結局はごみが出しやすくなるだけのように感じた。 

（委 員）P５の省エネについて、特徴に欠けるのではないか。エコシティを行うことでど

のような江南になるのか。 

（事務局）説明が悪かったかもしれないが、スマートシティ構想というものを環境課で行う

ことになり、環境審議会や廃棄物減量等推進協議会で意見をもらってエコシテ

ィ構想になった。エコシティ構想は環境基本計画の目標を実現していくための

もので、あまり大きな取り組みではなく、環境基本計画の中でやることになって

いるので、ごみや環境の面の計画になる。 

（委 員）排出の利便性向上ということは、リサイクルステーションを早急 3 つか 4 つ作

ってもらえるのか。 

（事務局）現段階では、受入状況もあるので、すぐにできるものではないが、検討していき

たい。 

（委 員）布袋地区から和田町のリサイクルステーションは距離があり、地区での資源ごみ

収集は平日の朝のため、大変である。リサイクルステーションの増設で少しは負

担が減ると考えるので、公平的に選定し、増設してほしい。 

 

■議題 2 環境フェスタ江南 2018について 

（事務局）資料 1～15ページについて説明 

 

（委 員）環境フェスタのポスターは各町内分あるのか。 

（事務局）各町内分はある。広報 11月号と同時に各地区へ配布した。 

（委 員） 昨年度は 8時 30分集合で市民文化会館の鍵が 8時 30分からしか開かなかった。

また、景品の種類が何種類もあったので、説明するための資料のようなものがあ

るとよかったと感じたこと、片付けのときに机などの元の場所について、混乱し

たように思った。 

（事務局）市民文化会館は 8時 30分からしか開かないきまりがあるため、今年も昨年度と

同じようなことになると思われる。景品のマニュアルについては、用意しておき



たい。また、片付けのときについては、業者とも打ち合わせをし、できるだけ混

乱しないようにしたい。 

（委 員）協議会役員のフェスタ当日行動計画について、出展ブースがある人も表記されて

いる。 

（事務局）表記上記載しているだけなので、出展ブースのところにいていただいて構わない。

人員配置については当日の人数が確定していないため暫定的なものであり、今

回の案を元にまた考えていく。 

（委 員）当日や準備の動きについては了承した。フェスタでは平成 23 年から 26 年まで

は参加者が増加傾向にあったが、平成 27 年からは 2 日開催が 1 日開催になり、

他のイベントと合同開催になって、合計の参加者数が減少し、参加団体も減少傾

向にあるように思われる。以前はＮＰＯや市民団体が 16 団体出展していたが、

8団体まで減少している。打開策を考えなければいけないのではないか。例えば、

環境フェスタを広い範囲で考え、産業環境フェスタのようにしてはどうか。農業

の活性化と交えるなどがあるが、小牧市では産業と環境が混ざったイベントで

100社以上出展している。 

（事務局）小牧市のほうのイベントでも環境分野のみの団体は 20弱である。反省点につい

ては、環境フェスタ役員会の 4回目でまとめたい。 

（委 員）環境フェスタは人数に重きを置いており、以前は江南市民体育館で行っていた。

その時はカレーうどんや地産地消で豚汁を提供しており、人は来るが、やる側が

大変だった。雨傘のリサイクルを行ったこともあるが、近年ではフードドライブ

が目玉となっており、1人が何点も持ってきてくれた。いろんなイベントと合同

するのもよいと思う。いろいろなブースを見て勉強していきたい。 

（委 員）すいとぴあで 2回行っており、カレーうどんが盛況だったが、立地の関係なども

あり減少したのではないか。 

 

■議題 3 視察研修について 

（事務局）資料 16～17ページについて説明 

 

（委 員）2ヶ所の記載があるが、1日で行くつもりか。 

（事務局）その予定である。 

（委 員）視察研修について、資料がほしい。欠席の人向けの報告もしてほしい。 

 

 

■議題 4 その他（レジ袋有料義務化について） 

（事務局）資料 18ページについて説明 

 


